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はじめに
　ピティリム・アレクサンドロピッチ・ソローキ
















































































１   本研究は科研費 基盤研究（C）「研究課題：初期ソローキン社会学にみる利他主義研究の萌芽―ロシア
時代の未公刊・新資料の分析」（16K04043）の助成を受けたものである。
２   特に断りがない限り、本稿で用いる写真は、すべて筆者が撮影したものである。
３   吉野浩司、2016、「『長い旅路』のはじまり―ロシア・コミ共和国におけるソローキン研究動向を中心に」
『長崎ウエスレヤン大学地域総合研究所研究紀要』第14巻第1号、71ページ～83ページ。


















































































５   本稿では、煩を避けるため、こうした名称変更を考慮せずサンクト・ペテルブルクないしその略称ペテ
ルブルクに呼称を統一した。ペテルブルクの歴史に関しては、下記のアレクサンドル・マルゴレス
（Александр Марголис）の記事が、たいへん有益であった。例えばソローキンが住んだアパートなどの
住所まで示してある。Александр Марголис. Очерки Града Петрова （13）. Петербуржцы: историк И.М. 
Гревс （1860-1941）; социолог П.А. Сорокин （1889-1968） ? Когита!ру. なお彼の近著に『ペトログラード










































































６   ソローキンの伝記的記述に関しては、一般に『長い旅路』が用いられることが多い。しかし1909年３月
３日に書かれた、ソローキンの手になる略歴が、ヴォログダ公文書館で発見されている。短文ながら
も、この略歴はペテルブルク大学入学直前までの「近況」を描き出している点で、見逃せない貴重な記
録である（Фонд 234. Опись 1. Дело 62. Листы 25-26 // Велико-Устюгский филиал, Вологодского областного 
государственного архива）。ジャコフとの出会いが、ペテルブルクに出る以前のことであったことは、
この短文にしか書かれていない。


































































８   自伝のロシア語訳者をはじめ多くの学者が、正式な名前はパヴェルではないとしている。正しくは、
ヒョードル・ニコラエヴィチ・ココフキン（Фёдоре Николаевиче Коковкин）であるとしている。П. 
Сорокина, 1991, «Долгий путь» назван Павлом.
９   彼女はセバストポリ女子高校を卒業後、ペテルブルクに出て、そこでソローキンと知り合った。通った
大学は、1878年から1918年まで開かれていた学校ベスチュジェフスキー・コース（Высшие женские 
Бестужевские курсы в Санкт-Петербурге）である。ここはロシア初の女子大学で、彼女はこの大学を
1917年に卒業する。ちなみに彼女は生物学を学んでおり、ソローキンとともに亡命した後、1925年にミ
ネソタ大学で博士号を取得している。
10   ソローキンとジェパロフの関係については、後述のレオニード氏の詳細な記録がある。Панов, Леонид 
Сергеевич, 1993, “Великий Устюг в жизни и творчестве Питирима Сорокина,” Бысть на Устюзе, Историко-



















フスキ （ーМаксим Максимович Ковалевский, 1851-














































11   Ломоносова М. В., 2016,  «Предтеча» Питирима Сорокина. Автобиографический роман социолога, 









































































































『社会学の新思潮（Новые идеи в социологии）』、
ペトラジツキーからは『法学の新思潮（Новые 
идеи в правоведении）』、またベヒテレフ（Владимир 
Михайлович Бехтерев, 1857-1927）からは『心
理学・犯罪学・人類学・催眠学ジャーナル


































12   前回の調査をまとめた拙稿において、筆者は、このソローキンのコミ族に関する民族誌調査についても
触れている。吉野浩司, 2016,「『長い旅路』のはじまり－ロシア・コミ共和国におけるソローキン研究
動向を中心に」『長崎ウエスレヤン大学地域総合研究所研究紀要』第14巻第1号, 71頁～83頁.




















































































































































































































































15   吉野浩司、2001、「日本におけるソローキン研究―書誌学的考察」『一橋研究』第25巻第4号、99ページ
～131ページ。
















































































17   8–10 сентября 2016 г. в Сыктывкаре состоялась Международная научная конференция «Питирим Сорокин 























































































18   http://cliffstreet.org/index.php/home























































































20   Fedorov, Boris Nikolaevich, ed., 1976, Architecture of the Russian North: 12th-19th Centuries, Aurora Art 
Publishers.





























































































者ソロヴィエフ（Владимир Сергеевич Соловьев, 
1853-1900）や統計学者チュプロフ（Александр 
Александрович Чупров, 1874-1926）や経済史家





































ティマシェフ（Николай Сергеевич Тимашев, 
1886-1970）、あるいは憲法学者のラゼルソン






















































第４号～５号（«Экономист» № 4-5, 1922 г.）に
報告されている。学部を率いていたグレーヴス






タフタレフ（Константин Михайлович Тахтарев, 



































































22   セデンコについては、上記のレオニード氏の下記の論文を参照のこと。Панов, Л.С., 1995, Переписка 
Ф.И. Витязева и В.Н. Трапезникова (Из истории Вологодского общества изучения Северного края) // 
Вологодская старина. Послужить Северу: ист.-худ. и краевед. сб. Вологда,С. 117-120.
― 22 ―
寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
期待を一身に受けた。そして、その期待に応え
た。彼のペテルブルク大学への転学は、まさに、
そうした縁により可能となったものである。そし
て幾多の困難を乗り越え、彼の博士号の学位取得
を進めてくれた。
　こうして社会学者ソローキンは誕生した。革命
の後、彼はレーニンに死刑を宣告される。やむな
く彼はベルリン、プラハを経て、アメリカに渡る
こととなった。どこへ赴こうと、彼は温かく迎え
入れられた。それは彼を受け入れる、学問的コ
ミュニティがあったからに他ならない。
　社会学をはじめとする学問の研鑽により、ソ
ローキンは自らを受け入れてくれる学問的コミュ
ニティの輪を着実に広げることができたのであ
る。現在のロシアにも、その学問的コミュニティ
は根付いている。筆者が身をもってそれを確信で
きたこと、それが今回の調査旅行の、最大の収穫
である。
